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令和元年９月 26日 (木) 

も く じ 

○S-P表から授業改善の手がかり

をさぐる ………………１ 

 

○つながる食育推進事業の実施に

ついて ………………２ 

 

○わくわくスポーツセミナー（出前

講座）のご案内 ………………３ 

 

○信州型ユニバーサルデザインの

推進シリーズ① 

～須坂市立東中学校～ 

…………………４ 

同じ学区なのに研究の進め方や校内の環境について意外と知らないことが

あって驚きでした。数年後に中学校でも今の小学生を受け入れることになる

ので，お互いのことを知っていることは大切だと思いました。（感想より） 

9/19(木)に実施された第２回研究主任研修会では，今年度の全

国学力・学習状況調査の結果をもとに，自校の分析や授業改善を

進めるために，Ｓ-Ｐ表の活用に関する研修を行いました。そこで

扱った活用例を３つ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用例① 個のつまずきへの対応 

活用例② 得意分野を伸ばす支援 

活用例③ 学級全体の 

指導状況を振り返る 

研修会に参加された先生方か

らは，学級の児童が同じような誤

答をしている問題を突き止めた

り，同じ問題でも学級間で差があ

る問題に気づいたりするなど，授

業を振り返るきっかけができた

という声が聞かれました。 

全国学調等の結果分析から，２

学期は，多くの学校で授業改善に

向けた具体的な取組が行われる

ことと思います。日常的に児童生

徒の実態を把握するために「北信

版 SーP 表」を活用することも有

効です。各校の自立したＰＤＣＡ

サイクルの構築のために，ぜひご

活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 研究主任研修会 

   令和２年２月７日(金) 
・実践発表 (北信版 S-P 表) 

・PDCA サイクルの振り返り 

・来年度の研究の方向 

 

青実線 (Ｓ曲線) 生徒ごとに、

左から数えて正答数の数に当

たる所を結んだ線 
 

赤実線 (Ｐ曲線) 問題ごとに、 

上から数えて正答人数の数 

に当たる所を結んだ線 

赤点線 全国の正答数の平均 
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本年度，長野県教育委員会では，文部科学省の委託事業を受け，須坂市においてモデル事業を実

施しています。 

この事業は，児童生徒の食に関する自己管理能力育成を目的としており，モデル校において教科

横断的な食育指導や評価方法の開発，家庭へのアプローチ手法の開発，また栄養教諭間の連携によ

る実践的な指導力向上等に取組んでいます。 

須坂市教育委員会では，市健康部局と連携し，幼少期から中学校までの食育を体系化し，成長段

階に応じて身につける力，学校や家庭における取組や役割を明確化し，市内全ての小中学校で栄養

教諭と連携した食育が実施されています。県では，この取組を検証し，県内各地域における食育推

進につなげていきたいと考えています。 

今回は，この事業の一環で，７月５日（金）須坂市メセナホールで，須坂市内全中学３年生及び

保護者等を対象に行われた食育講演会の概要をお伝えします。 

 

講師：東北大学加齢医学研究所 所長 川島隆太氏 

演題：朝食で脳が変わる！未来をひらく！～生活習慣を見直し，夢をつかもう！～ 

 

講演では，「バランスの良い朝食」による効果で将来の人生が豊かになること，「適切な睡眠時間」

と脳の働き，「スマホ」との付き合い方，「読書の重要性」など脳科学の研究データに基づき分かり

やすくお話いただきました。講演後には，読書の在り方や睡眠と学力との関係など，聴講した生徒

からたくさんの質問があり，一つ一つ丁寧に御回答いただき，参加者の心に響く内容となりました。 

この他の取組についても，随時お伝えしてまいりますので，お楽しみに。 

 

 

 

長野県教育委員会事務局保健厚生課 
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地域ぐるみの共育フォーラムを開催します 
 豊かにたくましく生きる子どもを育てるために，学校関係者・社会教育関係者・保護者・地域の人々が一堂に会し，
学校・地域・家庭それぞれができることを考え合い，よりよい連携・協働のあり方を共有し，地域ぐるみの「共育」を
推進していくためのフォーラムです。 
 

令和元年１１月２日（土） 中野市豊田文化センター・中野市豊田支所 
○開会行事（13:00～13:20） 
○講 演 （13:20～15:00） 

  「長野県内のコミュニティスクールの取組から見えてきたこと（仮）」 
    公立大学法人 長野大学社会福祉学部准教授 早坂 淳 さん 
○分科会 （15:15～16:30） 
【第１分科会】「ララカフェ豊田」 ララカフェ豊田代表 城本早月さん 
【第２分科会】「長丘メディアコントロール」中野市立長丘小 教頭 上野恵佐夫さん 
【第３分科会】「正受庵通学合宿」飯山市社会教育委員 藤田波留美さん 
【第４分科会】「八幡っ子教室」千曲市八幡公民館 館長 宮﨑衛さん 

 
９月下旬から，各団体あてに開催要項を発送します。その他，お問い合わせは下記まで 

お気軽にどうぞ。 
 
                    
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

研修の機会は、少人数の会で

も…短時間でも…、訪問要請

があれば、ご要望に応じま

す！ 

 

児童センターや放課後子ども

教室の指導員のみなさんの研

修として… 

ボッチャ・ブラインドサッカー用具の貸し出しも行っております。お気軽にご連絡下さい！ 

講師が必要なとき伺います！  【問い合わせ】  スポーツ振興担当：窪田  TEL 026-234-9552 

幼・保・小の先生方の学年会、

打合せ会など、 

ちょっとした研修に… 

学校や地域のパラスポーツ・ 

ニュースポーツの研修会に・・・・ 

北信教育事務所 生涯学習課からのご案内 

 

【問い合わせ】 
北信教育事務所生涯学習課 担当：岡田 絵美  
〒380-0836 長野市大字南長野南県町６８６－１ 
電話：026-234-9552    
FAX：026-234-9557   
E-mail：hokushinkyo@pref.nagano.lg.jp 

 
 

mailto:hokushinkyo@pref.nagano.lg.jp
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信州型ＵＤ推進校には，ＵＤの取組を中心となって進めるＵＤリーダーが１名配置されています。

また，ＵＤリーダーと連携し特別支援教育の立場から協力するＬＤ等通級指導教室担当教員が，推進

校または近隣の学校に配置されています。東中学校のＵＤリーダーは友田直樹先生，ＬＤ等通級指導

教室担当教員は田幸康宏先生（墨坂中）です。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校訪問で出会った「笑顔」
をコラム風に紹介します 

 
 
  

 

い
ろ
い
ろ
な
遊
び 

道
具
を
前
に
し
て
、 

女
の
子
三
人
は
、
ど 

れ
で
遊
ぼ
う
か
迷
っ

て
い
ま
し
た
。「
Ａ
さ
ん
は
ど

れ
が
い
い
？
」
と
先
生
が
声

を
か
け
、
紙
コ
ッ
プ
で
遊
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
◆
最
初

は
そ
れ
ぞ
れ
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
横
に
並
べ
る
Ａ
さ
ん
。

数
段
積
ん
で
は
崩
し
、
積
ん

で
は
崩
し
を
繰
り
返
す
Ｂ
さ

ん
。
素
早
く
カ
ッ
プ
を
積
み
、

片
付
け
る
カ
ッ
プ
ス
タ
ッ
ク

を
始
め
る
Ｃ
さ
ん
◆
し
ば
ら

く
思
い
思
い
に
遊
ん
だ
後
、

先
生
や
Ｃ
さ
ん
か
ら
も
っ
と

高
く
積
み
上
げ
ら
れ
そ
う
だ

と
い
う
提
案
が
あ
り
、
紙
コ

ッ
プ
タ
ワ
ー
作
り
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
◆
Ｃ
さ
ん

が
三
人
に
コ
ッ
プ
を
配
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
「
誰
か
ら
置

く
？
順
番
は
？
」
と
、
先
生

の
促
し
も
あ
り
、
Ａ
さ
ん
、

Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
の
順
番
で
、

紙
コ
ッ
プ
タ
ワ
ー
作
り
が
始 

学
年
が
異
な
る
、
特
別
支
援

学
級
児
童
三
人
が
、
多
く
の
紙

コ
ッ
プ
を
目
の
前
に
し
た
と
き

の
こ
と
で
す
。
最
初
は
、
そ
れ
ぞ

れ
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ

の
う
ち
、
役
割
分
担
を
し
な
が

ら
の
、
紙
コ
ッ
プ
タ
ワ
ー
作
り

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

【このエピソードから大事に考えたいこと】 ○ このように，《見守る》という「先生の姿勢＝支援」

が，子どもたちの素敵な「笑顔」につながることがあります。一人一人の個性を理解した上で，支援をする

ことが大切であると，改めて先生の姿から学んた時間でした。 

ま
り
ま
し
た
。
タ
ワ
ー
は
二

段
目
、
三
段
目
と
積
み
上
が

っ
て
い
き
ま
す
◆
し
ば
ら
く

す
る
と
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、

違
う
様
子
が
見
ら
れ
始
め
ま

し
た
。
Ａ
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ

と
積
み
上
が
る
と
、
す
ぐ
に

上
の
段
に
積
も
う
と
し
ま

す
。
Ｃ
さ
ん
は
下
の
段
が
不

安
定
だ
と
感
じ
る
と
、
そ
こ

は
飛
ば
し
て
安
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
積
み
ま
す
。
そ
し

て
、
Ｂ
さ
ん
は
、
じ
っ
と
考

え
て
か
ら
、
隙
間
が
で
き
て

い
る
所
に
置
い
て
い
き
ま
す

◆
先
生
は
、
途
中
か
ら
こ
の

隙
間
が
で
き
始
め
た
こ
と
に

気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

「
こ
こ
、
空
い
て
い
る
よ
」

と
、
声
を
か
け
る
こ
と
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
温
か
く
見

守
っ
た
の
で
す
。
Ｂ
さ
ん
の

個
性
を
理
解
し
て
の
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
◆
Ｃ
さ
ん
が
、

最
後
の
紙
コ
ッ
プ
を
て
っ
ぺ

ん
に
積
み
上
げ
た
時
、「
や
っ

た
～
」
と
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
◆
そ
こ
に
は
、
十
段
、

五
十
個
を
超
え
る
紙
コ
ッ
プ

タ
ワ
ー
を
バ
ッ
ク
に
、
写
真

を
撮
っ
て
も
ら
う
三
人
の
、

そ
し
て
カ
メ
ラ
を
構
え
る
先 

生
の
笑
顔
が
、
輝 

い
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＤリーダーによる授業参観，ＴＴ支援。職員による子どもの困り感の
把握。ＬＤ等通級指導教室担当による授業参観，アセスメント。 

「授業が分かるようにな
りたい。みんなと一緒に
勉強したい」と思ってい
るけれど，うまくいかず
に困っている子ども 

ＵＤ連絡会（月１回） 
ＵＤリーダーが主催し，Ｕ
Ｄ推進に関わる校内外のメ
ンバーが参加。授業参観，
アセスメントをもとに，授
業改善の具体的取組や個別
支援の方法を検討。 

共通の授業改
善・個別支援を
全職員で実践 
し，成果と課題
を情報交換。 

ＵＤ研修会（火曜日の朝，月２～３回） 
ＵＤ連絡会で検討した内容を共有し，全職員で取り
組む授業改善や個別支援の方法を確認。 

授業参観・アセスメント 

授業改善・支援方法の検討   

授業改善・支援方法の共通理解 

全職員で実践 
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